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国語

算数

・児童が規則正しい生活を送ることができるよう、これまでの「藤松小生活がんばりカード」の取組を継続するとともに、学期１
回生活習慣を見直す機会を設ける。
・学校通信や学校ホームページ、家庭教育学級やその他地域会議の機会を生かして、生活習慣の改善についての啓発を継
続して行い、家庭と学校が一緒になって取り組むようにする。
・携帯電話やスマートフォンやコンピュータの使い方については、親と子の規範意識教育の機会を生かして啓発を行うように
する。

　　②　家庭生活習慣等に関する取組

学力調査の分析（傾向や特徴）

　「測定」や「変化と関係」に関する問題の正答率は全国平均を上回っているが、「数と計算」「図
形」「データの活用」に関する問題の正答率は全国平均を下回っている。

下回っている

全国平均正答率
との比較

上回っている
　「言葉の特徴や使い方に関する事項」や、「話すこと・聞くこと」「書くこと」に関する問題の正答率
は全国平均を上回っているが、「読むこと」に関する問題の正答率は全国平均を下回っている。

質問紙調査の結果分析

・『学校での学習』において、「主体的な問題解決の学習への取組」や「話
し合い活動」に対して肯定的な回答をする児童が多かった。主題研究を中
心としたこれまでの成果が出ていると考える。
・『読書』において、平日に「全くしない」という児童はいなかったが、「１時
間以上読書をしている」という児童の割合は全国平均より低かった。コロ
ナ禍の影響で、休み時間、図書室での自由閲覧を中止していたことなど
が、読書時間に影響したものと考える。
・『生活習慣』において、「朝食を毎日食べること」や、「同じ時刻に起きるこ
と」に関する項目が低かった。また、「携帯電話・スマートフォンやコン
ピュータの使い方について、家の人と約束したことを守っていますか」とい
う項目は低かったが、１日当たりの使用時間が１時間未満と答えた児童の
割合は全国平均より高かった。
・『地域や社会への関心』が高く、これまで地域と深い関わりの中で学んで
きた成果が出ていると考える。

３．調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組

・国語科の読み物教材を扱う単元では、導入時に「何のために読むのか」という明確な目的意識がもてるような単元設定を行
うことで、児童が主体的に文章に関わる学習を学年に応じて丁寧に行う。そして、単元を展開する中で物語の主題や筆者の
意図を捉える学習を積み重ねることで、児童の読む力の向上を図るようにする。
・算数科では、児童が数や式、図形、データを自分で分析したり、交流する中で説明したりする学習を重点的に行うことで活用
力を身に付けることができるようにする。
・他教科でも、資料や事実を基にして考えたり、意見を交流したりして児童が自分の考えをより確かなものにする学習を重点
的に行うようにする。
・今後も主題研究を基にして、児童がより主体的に学習に取り組む学習づくりを行うようにする。その際、「『学びの質を高め
る』授業づくり５つのポイント」も活用して、教師の授業力向上を図るようにする。
・朝の学習時間は、月曜「全校読書」、水曜「よみかきタイム」、金曜「コグトレタイム」として、継続して徹底して取り組むように
する。

１．教科に関する調査結果の概要

　文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、令和３年５月２７日（木）に、６年生を対象として、「教科（国

語，算数）に関する調査」と「児童質問紙調査」を実施いたしました。

　この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。

　学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。

　なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。本

校では、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。

令和３年度全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について

２．学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する質問紙調査結果の概要

　　①　教科に関する取組

      令和３年度 藤松小学校便り 学力特集号 
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